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【石盤・石筆】
明治時代の子は石盤に石筆で字を書い
ていました。大正時代の初めころから
ノートと鉛筆が広まり、昭和の初めに
は石盤は学校から姿を消しました。

【大正・昭和の子どもの通学服】
昭和の初めまでは、ほとんどの
子が筒袖のかすりの着物でした。

【大正時代の時間割】
教材の裏表紙に書かれた尋常小学校５年
生の時間表です。

【墨塗り教科書】
終戦後、最初の授業は戦争などと関
係あるものに墨を塗ることでした。

時間表
月火水木金土
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読
方
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術
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術
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術

地
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修
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算
術

3唱
歌

修
身

唱
歌

書
方

体
操

図
画

4地
理

図
画

理
科

理
科

歴
史

5書
方
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操

綴
方

体
操

綴
方

6

安
城
の
学
校　
　

年
の
あ
ゆ
み

１００

明
治　
（
１
９
０
８
）年

４１

　

安
城
第
一
尋
常
小
学
校（
今
の
安
城
中
部
小
学
校
）ほ
か
創
立

大
正　
（
１
９
２
４
）年

１３

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
安
城
は
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
た

昭
和　
（
１
９
３
５
）年

１０

　

こ
の
こ
ろ
幼
児
教
育
は
農
繁
期
託
児
所
の
形
で
普
及

昭
和　
（
１
９
３
８
）年

１３

　

新
美
南
吉
、
安
城
高
等
女
学
校（
今
の
安
城
高
校
）に
赴
任

昭
和　
（
１
９
４
５
）年

２０

　

終
戦

昭
和　
（
１
９
４
７
）年

２２

　

義
務
教
育
制
度
六
・
三
制
に

昭
和　
（
１
９
４
８
）年

２３

　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
足

　

ミ
ル
ク
給
食
始
ま
る

昭
和　
（
１
９
４
９
）年

２４

　

安
城
南
中
・
北
中
学
校
開
校

昭
和　
（
１
９
５
２
）年

２７

　

市
制
施
行

　

安
城
幼
稚
園
開
園（
公
立
で
初
め
て
の
幼
稚
園
）

　

安
城
市
が
ラ
ジ
オ
普
及
率
全
国
一
に
。
こ
れ
を
記
念
し
て

　

安
城
中
部
小
学
校
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
た

昭
和　
（
１
９
５
９
）年

３４

　

伊
勢
湾
台
風
で
多
く
の
学
校
が
被
害
に
遭
う

　

初
め
て
の
鉄
筋
校
舎
で
き
る（
安
城
西
中
学
校
の
開
校
）

昭
和　
（
１
９
６
０
）年

３５

　

市
営
錦
町
プ
ー
ル
が
完
成

昭
和　
（
１
９
６
３
）年

３８

　

中
学
校
で
ミ
ル
ク
給
食
始
ま
る

　

高
度
経
済
成
長
期
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
の
一

　

端
と
し
て
「
非
行
問
題
」
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【謄写版とヤスリ】
最初にヤスリの上にろう原紙を載せ
て鉄筆で字や絵を書いて版を作りま
す。制版した原紙を印刷機にセット
し印刷します。

　

若
年
労
働
者
が
「
金
の
卵
」
と
呼
ば
れ
た
高
度
経
済
成
長

　

期
に
は
、
安
城
の
中
学
生
も
そ
の
半
数
が
卒
業
と
と
も
に

　

就
職
し
た
。
就
職
率
は
１
９
６
０
年�
　

・
９
％
、
２
０

４７

　

０
７
年�
　

％
１．３

昭
和　
（
１
９
６
５
）年

４０

　

南
部
給
食
調
理
場
開
設
。
昭
和　

年
に
北
部
、　

年
に
中

４３

４６

　

部
調
理
場
を
開
設
し
全
小
中
学
校
の
給
食
が
セ
ン
タ
ー
方

　

式
に

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
か
ぎ
っ
子
」

昭
和　
（
１
９
７
２
）年

４７

　

幼
稚
園
給
食
実
施

　

作
手
村
に
野
外
セ
ン
タ
ー
が
完
成

昭
和　
（
１
９
７
４
）年

４９

　

安
城
中
部
小
学
校
区
に
市
内
初
の
交
通
少
年
団
が
誕
生

昭
和　
（
１
９
７
５
）年

５０

　

米
飯
給
食
開
始（
月
１
回
）

　

学
校
施
設
開
放
始
ま
る

昭
和　
（
１
９
７
７
）年

５２

　

保
育
園
給
食
全
園
開
始

昭
和　
（
１
９
８
３
）年

５８

　

茶
臼
山
高
原
野
外
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

メ
ラ
ミ
ン
製
３
点
セ
ッ
ト
食
器
と
、
は
し
に
よ
る
給
食
を

　

順
次
試
行

平
成
４（
１
９
９
２
）年

　

学
校
週
５
日
制
試
行（
毎
月
第
２
土
曜
日
休
み
）

平
成　
（
２
０
０
２
）年

１４

　

完
全
学
校
週
５
日
制
実
施

平
成　
（
２
０
０
３
）年

１５

　

小
学
校
１
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

平
成　
（
２
０
０
４
）年

１６

　

小
学
校
２
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

平
成　
（
２
０
０
５
）年

１７

　

中
学
校
１
年
生
で
少
人
数
学
級
実
施

【産業教育／昭和３４年５月／安城北中
学校】
小型四輪車、スクーターなどの空運転
や、簡単な整備、修理に汗を流す北中
生徒。

【伊勢湾台風での災害復旧／昭和３４年１０月／錦
町小学校】
荒れ狂った伊勢湾台風で市内の学校も大きな被
害を被りました。ＰＴＡの父母の手で新しい屋
根瓦が次々に運ばれ復旧作業が進みました。

【小学校にテレビ放送施設導
入／昭和４２年／錦町小】
西三河で初の学校放送が錦町
小学校に取り入れられました。

【小学生の朝のラジオ体操／
昭和３７年７月】

【全校そろってかけあし／
昭和３７年／高棚小学校】
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秋、秋、自分たちが見聞きした南吉の生い立ちと自分たちが見聞きした南吉の生い立ちと、「、「ごご
んぎつね」を組み合わせた舞台を演じました。んぎつね」を組み合わせた舞台を演じました。

冬、南吉が安城時代に過ごしたあの店、この店冬、南吉が安城時代に過ごしたあの店、この店
を訪ね、ゆかりのある人々の話を聞きました。を訪ね、ゆかりのある人々の話を聞きました。

「新美南吉に親しむ会」の人たちから話を「新美南吉に親しむ会」の人たちから話を
聞き、南吉についての理解を深めました。聞き、南吉についての理解を深めました。

新美南吉について学んで…

　２学期に初めて新美南吉の勉強をした時、
童話などの作者とは当然知っていたけど、
安城にゆかりがあったなんて、とてもびっ
くりしました。南吉の安城での下宿先に話
を聞きに行き、おもしろいエピソードなど
を聞いて「へえ～そんなことがあったんだ」
とびっくり。これからも南吉の作品を読み
たいと思いました。
（安城中部小学校４年　岡田 佳  奈 さん）

か な

　南吉は小さいころから大変な生活をして
いたことが、学習してきて一番心に残りま
した。そんな中、有名な詩や童話を書いた
りしたので、南吉はすごいと思いました。
南吉の作品には、自分の今の気持ちや人生
などが感じられると思います。そんな南吉
が一番幸せな時にいたのが安城だったと知
って、ぼくはうれしく思います。

（安城中部小学校４年　水越 勇  志 くん )
ゆう し

学校教育を支える人々①
市老人クラブ連合会会長・加藤 正明 さん（小川町 )

まさあき

「核家族が多くなり、祖父母と孫が遊ぶ機会も少なくなりました。子どもたちの遊
び方も昔とは変わり、友達と遊ぶことも少なくなってきました。テレビゲームやテ
レビさえもなかった時代、こんな遊びをおじいちゃんやおばあちゃんがしていたん
だよと理解してくれ、子どもたちの思い出となってくれればうれしいです」

学校教育を支える人々②

桜井凧保存会・天野 暢保 さん
のぶやす

（古井町）
「小学校での、保存会による桜井
凧作りの指導は５年目。現代人は
手先を使うことが少なくなってき
ましたので、手先の技術を体験で
きることが魅力の一つ。また凧をあげること自体も技術を
要しますが、凧揚げを通して、風すなわち自然と上手く付
き合う方法・技術を培うこともでき、自然に対する考え方
も養われるのではないでしょうか」
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桜井凧づくり桜井凧づくり

竹とんぼの飛ばし方のてほどき竹とんぼの飛ばし方のてほどき

広報あんじょう　2008.4.1�

新校舎へ移転後も、桜井小学校の伝統は受新校舎へ移転後も、桜井小学校の伝統は受
け継がれるでしょうけ継がれるでしょう。。（（２月開催「桜井小学２月開催「桜井小学
校に感謝する会」で校歌を歌う子どもたち )校に感謝する会」で校歌を歌う子どもたち )
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学校教育を支える人々③

ＮＰＯ国際理解英語活動支援バンク
スムル・ケセリさん (トルコ出身／岡崎市在住 )
「トルコでは６歳から英語を習います。英語は大好きです。好きになった理由は、
先生がステキで、授業の教え方も楽しかったから。私も来日して間がなく、週２時
間日本語を教えてもらっているので思いますが、何事も楽しく、好きでないと、身
につきません。だから、私も英語の楽しさを伝えたいと思って、新田小学校などで
の活動に参加しています」
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英語で買い物にチャレンジ。単に英語の教科書を英語で買い物にチャレンジ。単に英語の教科書を
読むのではなく、買い物を想定した実践会話です。読むのではなく、買い物を想定した実践会話です。

ゲストティーチャーと楽しく英語をゲストティーチャーと楽しく英語を
学んでいます。学んでいます。

学校保健委員会で「世界の料理教学校保健委員会で「世界の料理教
室」を開催したり、外国の食生活室」を開催したり、外国の食生活
を聞いたりして、保護者も交えてを聞いたりして、保護者も交えて
国際理解と食育を進めています。国際理解と食育を進めています。
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学校教育を支える人々④

にいがた・骨髄バンクを育てる会
丹後まみこさん
「命のアサガオ」は、白血病のた
め７歳で亡くなった丹後 光祐 君が、

こうすけ

約３か月間だけ通った小学校で大
事に育てていたアサガオです。
光祐君の死後、母親の丹後まみこさんが、そのアサガ
オを育て続け、「アサガオが親善大使となって、命の尊
さ、白血病に苦しむ人がいることを知って欲しい」と
願い、多くの人々にその種が配られています。昨年の
春から、安城西中学校でも生徒たちが育ててきました。 「私たちの夢、天まで届け」「私たちの夢、天まで届け」

「命のアサガオ、咲きますように」「命のアサガオ、咲きますように」

立志の会では、一人ひとりの夢を書いた紙に、春から育ててき立志の会では、一人ひとりの夢を書いた紙に、春から育ててき
た「命のアサガオ」の種を付け、風船に入れて飛ばしました。た「命のアサガオ」の種を付け、風船に入れて飛ばしました。

生命のルーツを考える会で、乳児を抱っこし、母親た生命のルーツを考える会で、乳児を抱っこし、母親た
ちとの会話を通してちとの会話を通して「命」「命」の大切さを感じ取りました。の大切さを感じ取りました。

広報あんじょう　2008.4.1�
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家
族
愛
で
健
や
か
に
成
長

　

「
難
し
い
年
ご
ろ
だ
か
ら
ね
」
と
中

学
生
の
母
親
で
あ
る
私
た
ち
は
、
こ
の

 
台
詞 
を
よ
く
口
に
し
ま
す
。
子
ど
も
で

せ
り
ふ

も
あ
り
、
少
し
大
人
で
も
あ
る
彼
ら
に

と
っ
て
今
、
家
族
と
は
ど
ん
な
存
在
な

の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
父
母
を
自
慢
し
て
く
れ
ま
す
か
。

　

「
特
に
な
い
で
す
」
と
そ
っ
け
な
い

答
え
が
返
っ
て
く
る
の
も
覚
悟
の
質
問

で
し
た
が
、
清
水
さ
ん
は
「
母
は
ピ
ア

ノ
レ
ッ
ス
ン
の
仕
事
の
ほ
か
に
、
音
楽

講
師
と
し
て
も
働
き
始
め
た
。
挑
戦
す

る
姿
が
立
派
だ
」
と
母
親
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
褒
め
る
、
う
れ
し
い
発
言
。
江

川
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
の
女
子
２
人
は
、

「
母
と
は
友
達
の
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り

が
で
き
て
、
ノ
リ
が
良
く
て
面
白
い
」

と
の
こ
と
。
私
は
「
友
達
同
士
の
よ
う

な
親
子
」
が
現
代
の
特
色
だ
と
思
う
の

で
す
。
一
昔
前
に
は
、
母
と
恋
や
お
し

ゃ
れ
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
な
ど
、

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

君
が
父
母
を
し
か
る
と
し
た
ら
、
ど
ん

な
と
こ
ろ
？

　

「
親
は
、
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ

て
僕
を
し
か
る
」
と
い
う
子
の
意
見
に

全
員
が
「
そ
う
そ
う
。
分
か
る
」
と
納

得
の
様
子
。
ど
の
親
御
さ
ん
に
も
身
に

覚
え
の
あ
り
そ
う
な
具
体
例
が
出
ま
し

た
。「
母
は
『
う
た
た
寝
し
て
な
い
で
早

く
お
風
呂
に
入
り
な
さ
い
』
と
怒
る
が
、

僕
が
風
呂
か
ら
出
る
と
、
自
分
が
う
た

た
寝
し
て
い
る
」。こ
れ
は
ま
る
で
私
自

身
の
こ
と
。
本
当
に
耳
が
痛
い
で
す
。

勉
強
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
自
分
の
こ

と
を
棚
に
上
げ
、
子
ど
も
を
し
か
っ
て

い
る
か
も
。
し
か
し
、
一
つ
だ
け
言
い

訳
す
る
と
、
親
は
子
ど
も
が
自
分
を
超

え
て
成
長
す
る
こ
と
を
強
く
願
う
あ
ま

り
、
自
分
勝
手
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

家
族
と
い
て
幸
せ
だ
と
思
う
瞬
間
は
？

　

阿
保
さ
ん
は
「
弟
と
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
る
時
が
楽
し
い
」。香
西
さ
ん
も

「
妹
と
ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
す
る
と
心
が

和
む
」。み
ん
な
、
兄
弟
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
し
て
い
る
印
象
で
す
。
４
人

兄
弟
の
加
藤
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

お
父
さ
ん
が
彼
ら
の
散
髪
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
家
族
の
温
か
い
時
間
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
。

　

私
た
ち
親
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
頼

り
に
育
児
を
し
て
き
た
世
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
常
に
わ
が
子
を
人
と
比
較

し
て
し
ま
い
、
お
お
ら
か
な
子
育
て
が

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ

ス
コ
ミ
で
中
学
生
の
い
じ
め
や
裏
サ
イ

ト
で
の
中
傷
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
親
の

不
安
を
あ
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
日

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
彼
ら
に
は
、
親

の
大
き
な
愛
に 
育 
ま
れ
、
健
や
か
に
成

は
ぐ
く

長
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

（
市
民
編
集
員　

市
岡
悦
子
さ
ん
）

個
性
が
キ
ラ
リ　
　
　
　

　

中
学
生
は
本
を
読
ま
な
い
と
か
、
夢

を
も
っ
て
な
い
と
か
、
揚
げ
句
の
果
て

に
は
学
力
が
落
ち
た
と
か
、
よ
く
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
私
の
ま

わ
り
の
中
学
生
や
高
校
生
は
、
夢
も
も

っ
て
い
ま
す
し
、
本
も
よ
く
読
ん
で
い

ま
す
。
本
当
の
と
こ
ろ
実
態
は
ど
っ
ち

に
近
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
生
方
の
お
計
ら
い
で
、
前
も
っ
て

質
問
事
項
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
な
く

先
生
も
交
え
な
い
で
、
安
城
西
中
学
校

の
生
徒
た
ち
に
本
音
に
近
い
話
を
聞
く

加藤 太  一 さん
た いち

 阿  保  圭  祐 さん
あ ぼ けい すけ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
読
ん
だ
本
は
？

　

『　

番
目
の
天
使
』『
光
と
と
も
に
』

１２

『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』『
リ
ア
ル
鬼
ご

っ
こ
』『
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ッ
ジ
オ
の
自

伝
』『
ゲ
ド
戦
記
』。一
人
ひ
と
り
に
ど
ん

な
内
容
な
の
？
と
問
い
か
け
た
私
に
、

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
全
員
が
丁
寧
に
簡

潔
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
読
ん
だ
本
に
関
す
る
感
想
や
思

い
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
る
苦
労
が
わ
か
り
、
両
親
に
感

謝
し
ま
し
た
」「
人
の
心
の
光
と
闇
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
さ
と
か
汚
さ

と
か
」
な
ど
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し

て
い
ま
す
。
話
が
弾
ん
で
く
る
と
次
々

に
最
近
読
ん
だ
本
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
は
実
に
よ
く
本
を
読
ん
で
い
ま

す
。

将
来
の
夢
は
？

　

「
い
つ
か
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
全
国
制

覇
し
た
い
」「
安
定
し
て
い
る
か
ら
公
務

員
に
な
り
た
い
」「
発
展
途
上
国
の
子
ど

も
た
ち
に
何
か
自
分
に
で
き
る
手
助
け

を
し
た
い
」「
雑
誌
の
編
集
と
か
雑
誌
を

つ
く
る
仕
事
が
し
た
い
」「
動
物
に
か
か

わ
る
仕
事
が
し
た
い
。
森
が
壊
さ
れ
て

い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
動
物
た
ち

が
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
今

は
ま
だ
夢
が
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
夢

を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
い
ま
ど

き
の
中
学
生
は
、
具
体
的
で
し
っ
か
り

し
た
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
。

　

大
人
で
あ
る
私
た
ち
の
中
学
生
の
こ

ろ
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
し
っ
か
り

し
た
将
来
の
夢
を
も
っ
て
い
る
子
も
い

た
し
、
漠
然
と
し
た
ま
ま
の
子
も
い
ま

し
た
。
本
を
読
む
子
も
読
ま
な
い
子
も
、

学
力
の
高
い
子
も
低
い
子
も
、
運
動
能

力
に
す
ぐ
れ
た
子
も
そ
う
で
な
い
子
も

い
ま
し
た
。
大
人
に
な
る
と
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
自
分
を
ず
い
ぶ
ん
立
派
に
過

大
視
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
城
西
中
学
校
の
２
年
生
と
話
を
し
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
思
い
と
同
時
に

「
い
ま
ど
き
の
中
学
生
は
」
な
ん
て
十

把
一
か
ら
げ
に
言
う
の
は
や
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

（
市
民
編
集
員　

川
畑
波
津
江
さ
ん
）

広報あんじょう　2008.4.1�

編
集
後
記
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清水 建  吾 さん
けん ご

香西 成  美 さん
なる み

高橋 円  佳 さん
まど か

江川ひかりさん

市民編集員がインタビュー。中学生の本音に迫る。


